
日　時 3月 25 日（土） 午前１０時３０分～１１時３０分
会　場　県立図書館  ３階多目的ホール
対　象　幼児から小学校低学年
内　容　赤ちゃんから小学生まで楽しめる絵本や昔話、すばなし、歌、手遊びなど　　
担　当　県立図書館  児童支援チーム
申込み・問い合わせ 子ども読書支援センター（県立図書館内），当日参加申込可
　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０１８－８６６－０２６６（火・水・木・金 ・土 午後１時～５時午後１時～５時午後１時 ）～５時）～５時

秋田県立図書館広報紙

県立図書館だより  第 23 号 平成１８年 3月 1日発行

２００６ ３月号

－県立図書館で開催される行事を紹介します－今月の主催事業のお知らせ

       

県立図書館だより

今月の県立図書館テーマ展示 場所：２階閲覧室　　  場所：２階閲覧室　　  場所：２階閲覧室

第 10回展示　モーツァルトの世界　　　～生誕 250 年～　　～生誕 250 年～　　　　～生誕 250 年～　　

提供内容：伝記、音楽史、療法、旅行ガイドブック、同時代音楽家資料
　　　　    作品集（ＣＤ、ビデオ）、演奏法など

県立図書館特別展示の開催

   ◆   ◆   ◆第 10 回  県立図書館　第 10 回  県立図書館　第 10 回  県立図書館　おはなし会おはなし会おはなし会       

場所：２階特別展示室　  場所：２階特別展示室　  場所：２階特別展示室

  テーマ「土屋秀禾が描いた絵巻ー佐竹本三十六歌仙一」    

展示資料
秋田県立図書館所蔵「佐竹本三十六歌仙」模写絵巻上下巻
　秋田市斉藤真造氏所蔵掛軸資料
    手書き友禅三十六歌仙など

期　　間： ２月２８日（火）～    ３月２６日（日）

入    場     料     無　  料    
     お問い合わせ　県立図書館　ＴＥＬ　０１８－８６６－８４００

　　 期　  　間： 3月2日（木）～    ３月18日（土）

第 11回展示　Enjoy ！　Do   it   yourself

期　　間： ３月２８日（火）～    ４月１５日（土）

提供内容：工芸、手芸、民芸などの物をつくるための関連資料

自分でつくる　　　

　　つ ち や  しゅうか



　　　　

　　　　　　　　

          　は休館日です。　  は館内整理日です。（月の初日です。ご利用は

　 ２階閲覧室の図書、雑誌、新聞のみの閲覧となり、貸出等は行いません）

県立図書館だより　第 23号 平成１８年 3月 1日発行

－県立図書館の司書２人が毎回お勧めの本を紹介します－

〔推薦者　小林　祐子〕

県立図書館司書がお勧めする一冊
書名　『    ひらがな日本美術史   ４  』　　橋本治著　  新潮社　２００２．２書名　『    ひらがな日本美術史   ４  』　　橋本治著　  新潮社　２００２．２書名　『    ひらがな日本美術史   ４  』　　橋本治著

編　　集　　発　　行　　秋  田  県  立  図  書  館          〒 010-0952　秋田市山王新町１４－３１    　

Ｕ　　      Ｒ 　　      Ｌ　　パソコン用　http://www.apl.pref.akita.jp              携帯電話用 http://ill.apl.pref.akita.jp/m/

Ｅ    －    ｍ    ａ   ｉ   ｌ   　図書館全般について　apl@apl.pref.akita.jp　        資料の問い合わせ　houshi@apl.pref.akita.jp　

ＴＥＬ　０１８－８６６－８４００

ＦＡＸ　０１８－８６６－６２００

土日・祝日・館内整理日

　平　　　　　　　日

休館日の図書の返却は、入口のブックポストへお願いいたします。

３月の休館日のお知らせ
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

開　 　館　 　時　 　間

は休館日です。　  は館内整理日です。（月の初日

午前１０時～午後 5時

午前１０時～午後７時（11月～ 3月）１

　作家にして文学研究者でもある二人があえて面識を持たぬまま、お互いに宛てた手紙の形で交わした文学論。取り上  
　げられている作品は「宮本武蔵」に始まり、ブロンテ姉妹・一葉・ドストエフスキー・ギリシャ悲劇…と古今東西にわたっ
　ています。
　　小説を読むことの幸福と喜び、そして目の前の現実とは別の現実を生きることができる力を信じている二人の間で交わ
　される言葉は、文学を愛してやまない香気と、その構造を明晰にとらえる知性に満ちています。
　「アウシュビッツの生存者が＜希望＞という単語そのものから生きる力を得ていたという話を聞いて、文学を志す意を新
　たにした」という辻邦生のエピソードと、「言葉をあつかう人間として、言葉こそ極限的な状況に救いをもたらしうるも
　のだ」と語る水村美苗。しかしそれらの文章は決して堅苦しいものではなく、易しく時にユーモラスにつづられています。
　文学作品の有益なブックガイドとしてもお読みいただける一冊です。

書名『 手紙、栞を添えて  』 辻邦生・水村美苗  著　朝日新聞社　１９９８．３
〔推薦者  　池田　春美〕

  タイトルからは、退屈な美術史のようなイメージを想像するが読んでみると一気に引き込まれてしまい、飽きない。著
者である橋本治氏は、小説、評論、古典、となんでもござれ橋本治ワールドとでもいうようにバックグラウンドが広く人
気抜群、旺盛な執筆活動はとどまるところを知らない作家である。この第４巻に登場するのが、「風神雷神図屏風」で知
られる画家俵屋宗達である。宗達は謎の人物であり、生没年不詳、オリジナル性に富んでいて、「風神・雷神になってし
まう人」とわかりやすい話し言葉で、ぐいぐい引っ張っていく表現に圧倒される。この「風神雷神図屏風」は、後に尾形
光琳や酒井抱一によって模写されるほどの人気キャラクターである。そして俵屋宗達のすごいところは、「飽きちゃうと
ころ」だろう・・日本の絵というものは、「絵」であるまえに「説明」であり、・・宗達はなんにも説明しない。というよ
うに彼のなかでの見方が随所にでていて飽きない。
　美術なんて、絵なんて興味がないかたでも読んでみると堅苦しさのない美術の世界へ誘ってくれる一冊である。全部で
６巻あり、好きなところから読んでいけるのがよい。ちなみに、退屈な美術史よ、さようなら、２巻は日本人のへその緒
は、中世にあるらしい、３巻はお金と藝の使い道は、安土桃山に聞け・・あなたは何巻から読んでみたいと
思いますか。

けいじばん
◆   図書宅配サービスの期間延長についてのお知らせ
　  日頃より宅配サービスをご利用いただきありがとうございます。３月以降も宅配サービスを継続実施することに
  なりました  ので引き続きご利用ください。
◆   開館時間変更のお知らせ  　
　  ４月から平日の開館時間が午前１０時～午後８時までとなります。

　　　　自動応答電話 　ＴＥＬ　０１８－８６６－８４０６発　　　   行　 　 　日　    平成１８年  3 月 1 日

午前１０時～午後 8時（4月～ 10 月）


